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③ ふるさと再発見

篠手芸教室

編集大洲市役所発行平成元年 4月1日発行

肱
北
公
民
館
の
調
理
室
は
、

た
ち
の
笑
顔
で
は
じ
け
ま
す
。

今
回
五
年
目
を
迎
え
た
」
勝
手
芸
教
室
ο

は
、
地
元
の
主
婦

を
中
心
に
、
加
代
か
ら
印
代
ま
で
の
女
性
二
十
五
人
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
年
に
一
度
の
自
由
工
作
以
外
は
、
テ
キ
ス
ト
に
沿
っ

て
製
作
を
進
め
、
作
品
も
、
草
花
・
人
形
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
と

様
々
。
一
人
当
り
、
年
に
十
個
か
ら
十
五
個
位
の
作
品
を
手
掛
け

ま
す
。用

意
さ
れ
た
藤
を
お
湯
で
温
め
、
編
み
あ
げ
た
後
、
化
学
染

料
を
伺
種
類
も
混
合
し
た
も
の
で
染
め
、
最
後
に
ラ
ッ
カ
ー
で
仕

上
げ
を
行
い
、
一
つ
の
作
品
が
完
成
し
ま
す
。
簡
単
な
物
な
ら
数
時

間
で
で
き
ま
す
が
、
大
作
に
な
る
と
何
カ
月
も
か
か
る
そ
う
で
す
。

同
サ
ク
ル
の
代
表
者
で
、
講
師
を
勤
め
る
森
本
沙
枝
さ
ん

(
東
大
洲
)
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ア
ー
ト
の
世
界
は
、
い
く
ら
技
巧
を
こ
ら
し
て
似
せ
た
つ
も
り

で
も
、
結
買
の
と
こ
ろ
本
物
に
到
達
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
草
花
に
し
ろ
動
物
に
し
ろ
、
本
物
に
勝
る
ア
ー
ト
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
こ
で

は
、
本
物
に
近
づ
こ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

徹
底
的
に
ア
ト
の
世
界
に
浸
っ
て
、
本
物

と
は
遣
う
独
自
の
世
界
を
創
り
出
し
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

だ
け
ど
、
こ
こ
で
知
り
合
っ
た
友
人
た
ち

と
、
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と
言

い
合
い
な
が
ら
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
せ
る

と
い
う
の
が
一
番
の
魅
力
で
し
ょ
う
ね
」

S 
~ 

月
に
二
回
、
童
心
に
返
っ
た
婦
人
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平成元年4月1日おおず広報

1，300人が快走
一大洲市健康マラソン-

三
月
五
日
、
第
六
回
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
市
内
か
ら
約
千
三
百
人
が
参
加
。
二
キ
ロ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

i
ス
、
三
キ
ロ
コ

l
ス
、
六
キ
ロ
コ

l
ス
の

三
コ

l
ス
に
分
か
れ
、
春
の
香
り
が
漂
い
始
め
た
初
春
の
大

洲
路
を
元
気
に
駆
け
ぬ
け
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
「
健
康
守
つ
く
り
の
た

め
、
市
民
そ
ろ
っ
て
走
ろ
う
」
と
昭
和

五
十
九
年
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
例

年
は
二
月
中
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
少
し
遅
れ
て
三
月
五
日
の
開
催

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

前
日
ま
で
の
雨
も
あ
が
り
、
大
会
当

日
、
市
民
会
館
前
に
は
、
市
内
各
地
か

ら
家
族
連
れ
な
ど
約
千
三
百
人
の
市
民

が
集
合
。
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
行
わ

れ
た
開
会
式
で
は
、
東
大
洲
の
竹
本
雅

之
さ
ん
親
子
が
元
気
に
選
手
宣
誓
を
し

ま
し
た
。

午
前
十
時
、
号
砲
を
合
図
に
二
キ
ロ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

l
ス
が
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
。
こ
れ
に
続
い
て
、
三
キ
ロ
、
六
キ

ロ
コ

i
ス
と
次
々
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、

各
選
手
と
も
、
街
角
に
漂
い
始
め
た
春

の
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
マ
イ
ペ
ー

ス
で
初
春
の
大
洲
路
を
駆
け
ぬ
け
ま
し

た。
競
技
終
了
後
は
、
完
走
者
に
完
走
証

が
、
ま
た
各
ク
ラ
ス
の
入
賞
者
(
十
位

以
内
)
に
表
彰
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
(
三
位
以
内
、
敬
称
略
)

.
六
キ
ロ
コ

l
ス

.

二
般
男
子
〕
①
天
野
市
郎
日
分
出
秒

②
二
宮
敏
浩
日
分
却
秒
③
清
家
基
哉
四

分
印
秒

A

守
三
キ
ロ
コ
ー
ス
.

二
般
男
子
〕
①
佐
相
和
希
日
分
却
秒

②
村
本
知
律
日
分
沼
秒
③
尾
上
博
和
日

分
認
秒
二
般
女
子
〕
①
山
本
静
日
比
分

認
秒
②
福
角
ス
ミ
子
日
分
ぬ
秒
③
井
上

ち
や
き
日
分
間
秒
(
中
学
生
男
子
〕
①

高
瀬
充
裕
日
分
2
秒
②
中
岡
憲
昭
叩
分

幻
秒
③
淳
山
幸
一
一
山
分
出
秒
〔
中
学
生

女
子
〕
①
平
田
洋
子
日
分
日
秒
②
中
村

幸
恵
ロ
分
担
秒
③
一
呂
本
晴
恵
ロ
分
お
秒

〔
小
学
六
年
男
子
〕
①
熊
野
博
文
叩
分

目
秒
②
竹
田
充
日
分
4
秒
③
久
保
田
辰

介
日
分
7
秒
(
小
学
六
年
女
子
〕
①
土

井
タ
華
ロ
分
お
秒
②
清
水
幸
絵
ロ
分
担

秒
③
上
田
悦
子
四
分
目
秒
〔
小
学
五
年

男
子
)
①
竹
田
中
一
対
日
分
話
秒
②
横
田
元

博
日
分
的
秒
③
山
首
孝
日
分
引
秒
(
小

学
五
年
女
子
)
①
河
内
由
美
子
ロ
分
ロ

秒
②
大
石
百
合
子
ロ
分
比
秒
③
竹
内
美

紀
ロ
分
お
秒
〔
小
学
四
年
男
子
)
①
城

戸
邦
夫
日
分
日
秒
②
松
岡
浩
平
ロ
分
2

秒
③
末
広
良
平
ロ
分
2
秒
(
小
学
四
年

女
子
〕
①
中
野
由
紀
子
ロ
分
9
秒
②
矢

畑
浩
子
ロ
分
団
秒
③
村
本
美
由
紀
ロ
分

目
秒

凸

2 



おおず広報平成元年4月1日

「愛犬を病気から l 

守りましょう」

一狂犬病予防接種-

今
年
の
畜
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注

射
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
犬

を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
最
寄
り
の
場
所

ま
で
犬
を
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

O
犬
を
連
れ
て
来
る
時
に
は
、
次
の
点

に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
犬
の
体
を
清
潔
に
し
て
お
く

②
犬
の
フ
ン
な
ど
を
始
末
す
る
た
め
の

用
具
(
シ
ャ
ベ
ル
・
袋
な
ど
)
を
用

意
し
て
お
く

③
犬
を
自
由
に
扱
え
る
人
が
連
れ
て
く

る
こ
と

④
引
綱
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
を
使
用
し
、

首
輪
の
点
検
を
し
て
お
く

⑤
過
去
一
ヵ
月
以
内
に
人
を
か
ん
だ
犬

及
び
、
妊
娠
・
病
気
な
ど
犬
に
異
常

の
あ
る
場
合
は
、
注
射
を
す
る
前
に

申
し
出
て
、
獣
医
の
指
示
を
受
け
る

軽
自
動
車
税
を
減
免
ヘ
身
体
/

〆
障
害
者
¥

身
体
障
害
者
子
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
又
は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
で
、
二
疋
の
条
件
に
当
て
は

ま
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
ま
す
の
で
、
市
税
務
課
へ
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
人
身
体
も
し
く
は
精

神
に
障
害
が
あ
る
た
め
、
歩
行
の
困

難
な
入
、
又
は
十
八
歳
未
満
の
身
体

障
害
者
な
ど
と
生
計
を
一
に
す
る
人
。

た
だ
し
、
身
体
障
害
の
等
級
や
程

度
に
よ
っ
て
減
免
さ
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

対
象
車
両
業
務
用
以
外
の
車
両
で

自
動
車
又
は
軽
自
動
車
な
ど
の
い
ず

事
合
格
設
命
事

S
4
Z北

Fl日 主義 戸庁 時 間

柳沢桐の目バス停前 9: 1O~ 9: 30 

柳沢居場バス停前 ヲ :40~10: 00 

大洲市農協田処庖目リ 10:10~10:40 

4/11 
相P 沢連絡所目IJ 10: 50~11: 50 

菅田 朝 日集会所 13 : 10~ 13: 30 
(月)

倉 公 lZL 三三 生二全子二 l3: 50~14: 10 

大 竹 分 校 跡 14:20~14:40 
r子i ー， j季 集 ZZL EL 所 14:50~15:10 

戸国古 田 連 t各 所 15 : 20~ 16: 20 

明日香団地Aコープ駐車場 9: OO~ 9: 30 

大 根 鳳 林 寺 9: 40~10: 00 

平野公民館平 地上分館 1O :20~10:40 

4/18 平 里子 連 市告 所 10 : 50~ 11 : 50 

(火) 長谷 本 村集会所 l3: 20~13:40 

梅 )11 公 民 長官 14:00~14:20 

聖子佐来 公民館 14:40~15:00 

南久米連絡所 15: 1O~16: 1O 

蔵川 日 の 平集会所 9: 20~ 9:40 

大洲市農協蔵川支所前 9: 50~ 1O: 30 

4/19 
大 )11 連 車各 所 10: 50~11: 50 

(水)
長3 山 西 集 会所 l3: 20~ 13: 40 

大洲市農協久米庄町 14:00~14:30 

只越わかば台団地集会所 14:40~15: 1O 

大洲市民会館 15 : 20~ 16: 30 

新谷中組: h ' J奄別 9: 1O~ 9:40 

喜多山佐伯商庖前 9: 50~ 1O: 30 

4/20 新 I小コ 連 車各 所 1O :40~11 :40 

(木) 肱北公民館田口分館 13 : 10~ 13: 50 

肱北公民館市木分館 14:00~14:40 

徳、森児童館 日リ 14: 50~15: 30 

愛 媛 オ貝て 材 横 15 : 40~ 16: 20 

打 越 集 ZZL コミ 所 9: 1O~ 9 :40 

初 尾 集 133L L 所 10 : OO~ 10: 30 

4/21 k 須戒連絡所 10: 40~11: 40 

七金) !¥ アベ〉 J良集 会所 13 : 20~ 13: 50 

子成本村集会所 14:20~14:30 

!¥ 多 喜 連絡所 15 :1O ~16: 10 

二善峠集会所 9:00~ 9: 30 

石 仏 集 ZZコ込ミ 所 9: 50~10: 20 

4/24 普 連 車各 所 10: 40~11: 40 

(月) 肱北公民館五郎分館 l3 :20~14:10 

肱北公民館若宮分館 14:20~15:20 

社会教育セ ンタ ー 15 : 30~ 16: 30 
」ーー一一一

実施日時・場所

)
 

1
 

(
 
料
金

一
匹
に
つ
き
四
千
六
百
円
(
登
録

料
二
千
百
円
、
予
防
注
射
料
二
千

五
百
円
)

実
施
場
所
と
日
時

左
表
の
と
お
り

(2) 

れ
か
一
台
(
軽
自
動
車
は
市
税
務
課

へ
、
普
通
自
動
車
以
上
は
、
県
の
八

幡
浜
地
方
局
税
務
課
へ
)

用
意
す
る
も
の
障
害
者
手
帳
、
免

許
証
、
印
鑑
。
障
害
者
と
生
計
を
一

に
す
る
人
が
運
転
す
る
車
両
の
場
合

は
、
福
祉
事
務
所
又
は
戦
傷
病
者
の

援
護
事
務
を
担
当
す
る
機
関
の
証
明

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

受
付
期
間
四
月
一
日

1四
月
三
十
日

詳
し
く
は
、
税
務
課
軽
自
動
車
税

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

E
@
2
1
1
1
内
線
2
4
3

3 

第
二
百
十
一
回

市
議
会
臨
時
会

一
一
月
十
六
日
、
第
二
百
十
一
凶
大
洲

市
議
会
臨
時
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、

H

昭
和
六
十
三

年
度
大
洲
市
一
般
会
計
補
正
予
算
H

、

H

地
方
裁
判
所
及
び
家
庭
裁
判
所
支
部

の
存
続
に
関
す
る
要
望
書
の
提
出
に
つ

い
て
N

の
二
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
た
ほ
か
、
常
任
委
員
の
補
欠
選

任
や
、
肱
川
流
域
開
発
調
査
特
別
委
員

の
補
欠
選
任
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



平成元年4月1日

広
報
凹

O
O
号
に
よ
せ
て
:
:

昭
和
三
十
一
年
四
月
に
創
刊
さ
れ
た

わ
が
広
報
お
お
ず
も
、

A
7
号
で
四

0
0

号
に
な
り
ま
し
た
。
創
刊
以
来
毎
月
一

回
発
行
さ
れ
、
大
洲
市
政
と
共
に
歩
ん

で
来
た
広
報
は
、
常
に
行
政
と
市
民
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
て
来
ま
し
た
。

こ
の
間
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
に
は

タ
ブ
ロ
イ
ド
版
(
新
聞
紙
半
分
の
大
き

さ
)
か
ら
B
5
版
(
現
在
の
大
き
さ
)

に
衣
替
え
。
広
報
担
当
者
も
現
在
の
担

当
者
で
十
三
代
目
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
三

O
O号
以
降
広

報
に
携
わ
っ
て
来
た
歴
代
担
当
者
に
一

一
一
一
口
お
ね
が
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

広
報
お
お
ず
に
つ
い
て

情
報
媒
体
が
多
岐
に
渡
り
、
必
要
、

不
必
要
な
情
報
が
氾
濯
し
て
い
る
現
在
、

月
一
度
の
広
報
お
む
ず
は
、
亀
の
歩
み

の
如
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

おおず広報

大
洲
に
関
す
る
情
報
で
は
、
最
も
密
度

が
濃
い
と
担
当
者
は
自
負
し
、
日
々
頑

張
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

行
政
の
情
報
を
、
的
確
に
市
民
に
提

供
す
る
の
が
広
報
の
最
大
の
使
命
で
す
。

広
報
は
行
政
と
市
民
の
中
間
に
そ
の
視

点
を
置
き
、
両
者
が
理
解
で
き
る
の
が

理
想
的
な
姿
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
行

政
と
市
民
を
結
ぶ
パ
イ
プ
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
(
第
叩
代
(
や
)
)

広
報
四
百
号
発
行
に
寄
せ
て

私
が
担
当
し
た
の
は
、
丁
度
市
制
三

十
周
年
の
記
念
の
年
に
あ
た
る
、
一
年

間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
。

新
庁
舎
の
完
成
、
各
種
記
念
行
事
、

二
一
十
周
年
記
念
誌
の
発
行
、
広
報
特
集

号
の
発
行
な
ど
、
様
々
な
経
験
を
し
目

ま
ぐ
る
し
い
一
年
で
あ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。

広
報
の
か
な
り
の
部
分
は
、
法
律
用

今
年
も
、
四
月
一
日
に
国
土
庁
か
ら
地

価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
地
価
公
示
は

都
市
計
画
区
域
内
の
各
地
域
で
標
準
的
な
使

わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地
(
こ
れ
を
標
準
地

と
い
い
ま
す
)
を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土

地
価
格
を
公
表
し
、
土
地
を
売
買
す
る
際
の

目
安
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅
か
ら
の

距
離
な
ど
の
土
地
の
条
件
を
、
標
準
地
と
比

語
な
ど
硬
い
文
章
が
並
び
ま
す
の
で
、

い
か
に
見
や
す
く
わ
か
り
や
す
く
す
る

か
に
注
意
し
て
い
ま
し
た
。
写
真
も
で

き
る
だ
け
大
き
く
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
た
が
、
「
文
章
を
少
な
く
し
て
楽
を
し

て
い
る
。
」
と
時
々
言
わ
れ
ま
し
た
。

(
第
日
代
(
M
)
)

広
報
の
訂
正
記
事

コ
え
っ
H
-
間
違
っ
て
ま
す
か
」

こ
の
瞬
間
に
顔
か
ら
血
の
気
が
引
い

て
い
き
ま
す
。

あ
の
時
に
も
う
一
度
校
正
し
て
い
た

ら
ji---。
そ
う
い
う
思
い
を
何
回
も

味
わ
い
ま
し
た
。

誤
字
、
脱
字
、
写
真
の
裏
焼
き
か
ら

べ
i
ジ
が
と
ん
で
い
る
の
ま
で
、
信
じ

ら
れ
な
い
ミ
ス
が
、
持
ち
上
が
っ
て
き

ま
す
。広

報
も
四
百
号
を
発
刊
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
訂
正
記
事
を
見
て
い

る
と
、
歴
代
担
当
者
も
苦
労
し
た
ん
だ

な
と
共
感
を
覚
え
ま
す
。

(
第
ロ
代
(
S
)〉

較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ
そ
の
価
格
が

わ
か
り
ま
す
。
土
地
売
買
の
時
に
は
、
ま
ず

地
価
公
示
価
格
を
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
県
内
の
標
準
地
の
価
格
、
標
準
地

が
接
す
る
道
路
の
種
類
な
ど
を
細
か
く
記
し

た
書
面
は
、
企
画
情
報
室
で
管
理
し
て
お
り

誰
で
も
簡
単
に
関
覧
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

企
画
情
報
室
ま
で

(
宮
⑪
2
1
1
1
内
線

q
u
Q
U
Q
d
 

春
恒
例
の
さ
く
ら
ま
つ
り
が
、
次
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
城
山
・
冨
士

山
の
そ
め
い
よ
し
の
か
ら
祇
園
公
園
の

八
重
桜
ま
で
、
大
洲
の
春
を
慌
の
香
り

で
ご
満
喫
く
だ
さ
い
。

V
二
一
月
二
十
八
日
開
幕
式
(
城
山
公
園
)

(
日
時

1
)

V
四
月
二
日
(
城
山
児
童
館
前
広
場
)

カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会
(
日
時

1

日
時
)
、
子
供
マ
ン
ガ
映
画
大
会
(
日

時
1
日
時
)
、
福
券
入
り
紅
白
も
ち
ま

き
大
会
(
日
時

1
日
時
日
分
)

V
四
月
十
八
日
観
桜
会
(
祇
園
公
園
)

(
日
時

(

)

)

C

C

やよい四月は も
大汐111の桜で

さ
く
ら
ま
つ
り

のご

案

内

ま
おご
くこ
りろ
もの
の

西利弘蚕
山男行称
干艮 竺

金

一

封

大

洲

米

津

金

一

封

大

洲

青

田

金
一
封
(
寒
行
の
一
部
)

大
洲
市
仏
教
会
大
洲
分
会

金
一
封
(
パ
ザ
l
売
上
金
の
一
部
)

大
洲
食
生
活
改
善
推
進
員
(
代
)
亀
田

ツ
ヤ
子

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
上
須
戒
老
人
会
へ
)

若

宮

宮

浦

氏

子

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八

多

喜

町

西

田

武

文

金
一
封
(
大
洲
学
園
・
大
洲
清
和
園
・

肱
北
長
寿
会
・
市
社
協
へ
)

常

磐

町

長

田

千

代

子

金
一
封
(
一
一
一
善
地
区
社
協
へ
)

春

智

(

高

尾

清

子

金
一
封
(
土
須
戒
地
区
社
協
と
市
社

協
へ
)
伊
予
郡
双
海
町
鷹
尾
正
子

金
一
封
(
土
須
戒
老
人
会
へ
)

上

須

戒

政

所

嶺

子

金
一
封
(
見
舞
返
し
を
柳
沢
地
区
社

協

へ

)

藤

縄

松

岡

貞

義

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

木

下

キ

ミ

チ

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

福

住

正

彦

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
と
市
社
協

へ

)

田

処

松

本

忠

行

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

柁

谷

紳

衣

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
と
上
須

戒
老
人
会
へ
)
と
須
戒
白
石
泰
昭

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

4 
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市
立
博
物
館
で
は
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
一

館
複
製
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
一

回
は
、
印
象
派
・
新
印
象
派
の
作
家
主

ち
の
代
表
作
約
四
十
点
を
展
示
。
特
に
、
一

モ
ネ
の
「
印
象
・
日
の
出
L

は
印
象
主
一

義
の
言
葉
の
基
と
な
っ
た
大
事

、
な
作
品
で
、
こ
の
外
に
も
、
マ

v

ネ
の
「
苗
吹
き
の
少
年
」
、
ミ
レ

レ

l
の
「
晩
鐘
L

、
ゴ
ッ
ホ
の
「
ジ

…
プ
シ
!
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
な
ど
、

…
い
ず
れ
も
劣
ら
ぬ
名
作
揃
い
で

…
す
。

入
場
料
は
無
料
で
す
。
館
内

F

に
漂
h
7
ル
ー
ブ
ル
の
香
り
を
ぜ

ひ
一
度
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
月
曜
日
・
祝
祭
H
は

休
館
日
で
す
。

平成元年4月1日

vf-7Lーブルの香りをあなたに

一
一
月
十
八
口
、
「
藤
樹
先
生
の
教
え

の
実
践
」
を
主
題
に
、
大
洲
藤
樹
研
究

大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
大
洲
藤
樹
会
に
加
盟
す

る
教
育
関
係
者
ら
約
七
十
人
が
参
加
。

開
会
式
の
席
k
、
桝
田
市
長
が
「
日
本

の
教
育
は
、
物
的
に
は
世
界
で
も
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
精
神

面
で
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
大
洲
の
教
育
に
は
藤
樹

先
生
と
い
う
大
き
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が

hf一九J
B
F
Eノ〆
k
i
t
k
作
一
い
そ
た
と
品

川
パ
料
品
開
一
一
¥
越
野
署
固
め
乞
ぷ
パ
号
交
竺
別
式
ザ

一日一説判明北芳治…一古川山川一

N
H
K
…
一
子
園
で
は
、
生
涯
品
子
育
講
座
一
「
解
放
運
動
へ
の
歩
み
」
川

の
春
の
受
講
生
と
高
等
学
校
の
生
徒
(
山
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
強
め
ら
れ
た
部

い
ず
れ
も
通
信
教
育
)
を
募
集
し
て
い
川
落
差
別
は
、
明
治
四
年
八
月
の
「
解
放

ま

す

。

…

令

」

(

太

政

官

布

告

)

に

よ

り

、

一

応

V
生
涯
学
習
講
座
教
養
と
趣
味
を
深
川
制
度
的
に
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
と
こ

め
る
た
め
の
五
十
四
講
座
で
す
(
書
道
、
…
ろ
が
、
そ
の
解
放
令
が
生
か
さ
れ
る
社

俳
句
な
ど
)
。
申
込
期
限
四
月
三
十
日
川
会
情
勢
で
は
な
く
、
依
然
と
し
て
差
別

V
高
等
学
校
普
通
科
コ
ー
ス
三
年
閉
山
の
実
態
は
残
さ
れ
た
の
で
す
。
し
か
も

の
学
習
で
高
卒
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。
…
各
地
で
解
放
令
反
対
一
撲
が
頻
発
し
た

申

込

期

限

四

月

十

五

日

…

事

実

は

衆

知

の

通

り

で

す

。

ま

た

、

長

そ
の
他
詳
し
く
は

N
H
K
学
固
ま
で
一
い
差
別
政
策
に
伴
っ
て
定
着
し
た
差
別

一
丁
一
八
六

l
O
一
東
京
都
内
目
立
市
富
士
一
観
念
や
差
別
実
態
は
、
す
ぐ
に
は
改
善

見
台
二
|
三
十
六

N
H
K
学
園
八

R
十
川
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
改
善

一
係
・
宮
0
4
2
5
⑪
3
1
5
1

一
し
解
消
す
る
た
め
に
は
、
差
別
政
策
の

詳
し
い
案
内
書
を
無
料
で
わ
分
け
し
川
た
め
社
会
的
経
済
的
に
低
位
な
状
況
を

で
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
気
軽
に
一
同
復
す
る
具
体
的
な
で
だ
て
が
必
要
だ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
川
っ
た
の
で
す
。
し
か
る
に
政
府
は
、
身
分

山
制
度
撤
廃
に
伴
っ
て
華
族
・
士
族
の
生

一
活
保
障
や
特
権
を
認
め
ま
し
た
が
、
部

川
一
洛
に
対
す
る
経
済
的
な
基
盤
の
確
立
な

川
ど
の
対
策
は
、
全
く
な
さ
れ
ま
せ
ん
で

川
し
た
。当

時
、
農
村
経
済
は
自
給
自
足
を
中

…
心
と
し
、
米
な
ど
を
年
貢
と
す
る
物
納

…
で
し
た
が
、
明
治
政
府
の
と
っ
た
地
租

…
な
ど
金
納
制
の
政
策
は
、
農
村
を
貨
幣

川
流
通
経
済
へ
と
転
換
さ
せ
ま
し
た
。
し

川
た
が
っ
て
、
土
地
を
持
た
な
い
農
民
、
と

川
り
わ
け
部
落
の
人
た
ち
は
、
零
細
な
農

…
業
が
多
か
っ
た
だ
け
に
そ
の
影
響
を
も

川
ろ
に
受
け
た
の
で
す
。
し
か
も
明
治
政

一
府
は
富
国
強
兵
、
殖
産
工
業
を
目
標
に

受
講
生
募
集

N
H
K学
園

i"C: 

あ
り
ま
す
。
先
生
に
関
す
る
研
究
を
進

め
、
ぞ
れ
が
精
神
面
で
生
か
さ
れ
る
よ

う
な
教
育
を
期
待
し
ま
す
L

と
の
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
喜
多
小
学
校
の
井
上
美
和

子
教
諭
と
上
須
戒
小
学
校
の
白
石
美
チ

校
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
藤
樹
先
生
と
親

し
む
子
ど
も
に
」
「
明
玄
の
心
と
藤
樹

の
教
え
を
軸
と
し
た
教
育
の
実
践
し
と

題
し
、
日
頃
の
研
究
の
成
果
を
発
表
。

大
洲
藤
樹
会
の
西
村
虞
海
会
長
に
よ
る

講
演
な
ど
も
あ
り
、
参
加
者
は
、
実
践

活
動
へ
の
研
究
を
深
め
ま
し
た
。

「
人
権
と
同
和
教
育
」

し
た
た
め
、
都
市
部
に
わ
い
て
は
急
速

に
工
業
化
が
進
み
ま
し
た
。
一
方
若
別

の
た
め
お
し
つ
け
ら
れ
た
部
落
に
と
っ

て
重
要
な
産
業
で
あ
る
皮
革
産
業
ま
で

も
、
軍
需
産
業
に
よ
る
大
資
本
の
進
出

に
脅
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
産
業
構
造
の
変
化
は
、
特

に
部
落
の
人
々
に
厳
し
い
条
件
を
作
つ

で
い
き
ま
し
た
。
新
生
の
意
気
に
燃
え

た
部
落
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
社
会

的
に
宅
文
化
的
に
も
経
済
的
に
も
、
社

会
の
「
カ
ベ
L

は
厚
く
、
社
会
的
進
出

や
経
済
的
自
立
を
図
ろ
う
と
し
て
も
、

な
か
な
か
門
戸
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
の

で
す
。こ

う
し
た
中
で
明
治
政
府
は
近
代
国

家
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
政
策

の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、
国
民
の
教
育

程
度
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
明
治
五
年
全
国
的
に
教
育
制

度
を
確
立
す
る
た
め
「
学
制
」
を
敷
き
、

「
邑
に
不
学
の
戸
な
く
、
家
に
不
学
の

人
な
か
ら
し
め
ん
。
し
と
し
て
、
全
国
に

学
校
を
設
置
さ
せ
徹
底
を
図
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治
初
期
の

部
落
の
人
々
は
差
別
が
厳
し
く
周
辺
住

民
と
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
自

分
た
ち
だ
け
で
学
校
を
作
っ
た
り
、
寺

院
な
ど
で
学
習
し
た
り
す
る
別
学
が
、

明
治
中
期
こ
ろ
ま
で
残
さ
れ
た
記
録
が

見
ら
れ
ま
す
。

次
回
は
、
教
育
を
中
心
に
解
放
へ
の

動
き
を
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

5 



大
洲
市
と
大
洲
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
中
央
委
員
会
の
主
催
に
よ
る

H

大
洲

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
大
会
H

が
、
二

月
二
十
八
日
、
市
役
所
二
階
大
ホ
l
ル

で
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
連

帯
感
あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
展
開
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
第
十
回
に
な

り
ま
す
。

大
会
に
は
市
内
の
各
地
域
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
参
加
す
る
関
係
者
ら
約

二
百
人
が
参
加
。
開
会
式
の
後
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に
功
績
の
あ
っ

た
六
人
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
優
良

者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
後
、
富
士
山
如
法
寺
の
藤
本
琢

磨
住
職
に
よ
る
記
念
講
演
や
南
久
米
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会
に
よ
る

『
}
「
、
V

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
代
表
者
に
よ
る
実

J
rれ
-

践

発

表

が

行

わ

れ

、

参

加

者

は

、

コ

ミ

r
l
l
L

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
へ
の
情
熱
を
新
た
に
し

h
p
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

叩
伊
ゆ
ψ
。
伊
v
m
o
勿
ゆ
伊
ゆ
ψ
。
ω
d
b
ゆ
伊
の
伊
砂
伊
ゆ
0
0
"
。
"
ゆ
o
o
o
m
伊
ゆ
炉
。
炉
。
ω
d
o
ゅ
。
。
伊
ゆ
勿
ゆ
ゅ
の
伽
前
命
前
白
骨
伊
ゆ
ψ
砂
伊
ゆ
伊
的
0
0
0
0
ω
d
h
d
@
砂
ψ
ゆ
伊
ゆ
炉
。
旬
。
ψ
。
伊
0
0
0
伊
ゆ
ゆ
ゆ
。
ゆ
伊
ゆ
ψ
の
ゆ
句
"
沿
命
。
炉
。
ψ
0
0
0
ψ
ゅ
。
ゅ
ψ
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
ゅ
の
ゅ
の
伯
尚
与
の
伊
0
0
0
@
ゆ
@
ゆ
ψ
ゆ
@
ゆ
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V
主
人
が
庖
長
を
し
て
い
た
東
京
の
ブ

V
大
洲
は
、
の
ん
び
り
と
し
て
い
て
住

テ
ィ
ッ
ク
へ
、
私
が
ア
ル
バ
イ
ト
で
勤
み
や
す
い
所
で
す
が
、
婦
人
教
育
に
つ

め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
整
備
不
足
だ
と
忠

結

婚

し

ま

し

た

。

い

ま

す

。

関

連

施

設

を

も

っ

と

充

実

さ

V
大
洲
へ
移
っ
て
来
た
の
は
昭
和
六
十
せ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

年
頃
で
、
現
在
は
、
主
人
と
二
人
で
ブ

V
子
供
た
ち
(
晃
く
ん

H
8歳
H
H
、
博

テ
イ

y
ク

を

経

営

し

て

い

ま

す

。

く

ん

1
5歳
H
H
、
祐
紀
く
ん

1
2
歳
H
H
)

V
東
京
は
、
円
他
人
は
他
人
、
他
人
の
に
は
、
何
か
や
り
た
い
事
を
見
つ
け
て
、

事
に
は
全
く
無
関
心
H

と
い
う
雰
囲
気
一
度
、
東
京
や
大
阪
へ
飛
び
出
し
、
ど

が
強
い
で
す
が
、
そ
の
点
、
大
洲
は
対
ん
ど
ん
個
性
を
磨
い
て
欲
し
い
で
す
。

象
的
な
感
じ
が
し
ま
す
。
地
域
の
ま
と
で
も
、
住
む
所
と
し
て
は
、
迷
わ
ず
大

ま
り
が
強
い
ん
で
す
ね
。
洲
を
推
せ
ん
し
て
や
る
つ
も
り
で
す
。

平成元年4月1日

日
目
@

奥

さ

ん

+刀

問

日
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地
域
の
ま
と
ま
り
が
強
い
で
す
ね

大
久
保
初
恵
さ
ん
(
徳
森
・
お
歳
)

おおず広報

V
東
京
の
両
国
で
生
ま
れ
、
調
布
市
で

育
ち
ま
し
た
。

V
生
粋
の
江
戸
っ
子
で
、
身
内
の
中
で

も
東
京
以
外
で
生
活
し
て
い
る
の
は
私

だ
け
で
す
。

V
両
国
は
花
柳
界
の
香
り
が
強
い
所
で

し
た
か
ら
、
幼
い
頃
は
己
一
恥
の
骨
の
中

で
育
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。

て
い
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
を
受
け
た
人
は
次
の
と

お
り
で
す
(
敬
称
略
)
。
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家
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沢
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金

谷

八

多

喜

地

区

兵

頭

典重道昭道良
次寿子利輝暁

新
刊
図
書
案
内

愛
媛
の
風
物
詩
安
藤
喜
多
夫
写
真

密

教

呪

術

入

門

中

岡

俊

哉

著

欲
し
が
ら
な
い
で
生
き
て
き
た

木
乃
美
光
著

古
代
の
韓
国
と
日
本
直
江
広
治
他
著

日
本
人
は
な
ぜ
水
に
流
し
た
が
る
の

か

樋

口

清

之

著

税
制
改
革
一
問
一
答
税
制
調
査
会
編

ぼ
く
た
ち
の
軍
隊
前
田
哲
男
著

心

で

握

手

野

田

ト

ヨ

子

著

頭
の
ツ
ボ
健
康
法
青
柳
修
道
著

新
車
・
外
車
の
値
引
き
マ
ニ
ュ
ア
ル

松
本
隆
一
著

地
域
資
源
の
国
民
的
利
用
農
文
協

道

具

パ

ズ

ル

小

林

繁

樹

著

ソ
ウ
ル
∞
∞

B
・
マ
ガ
ジ
ン
社

川

柳

セ

ミ

ナ

ー

神

田

忙

人

著

哀

し

い

予

感

吉

本

ば

な

な

著

凪

の

光

景

佐

藤

愛

子

著

父

と

子

の

連

作

阿

部

昭

著

禁

止

空

間

増

田

み

ず

子

著

浮

島

渡

辺

淳

一

著

高

杉

耳

目

作

三

好

徹

著

あ
な
た
の
知
ら
な
い
あ
な
た
の
部
屋

青
柳
友
子
著

城

と

女

上

・

下

楠

戸

義

昭

著

谷

は

眠

っ

て

い

た

倉

本

聡

著

ぼ
く
の
死
の
準
備
野
坂
昭
如
著

私
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
宮
崎
緑
著

ぬ
い
ぐ
る
み
を
櫨
に
入
れ
ら
れ
て

J
-
M
・パ

l
チ
著

図

書

館
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2/22同和教育研究大会η

桝
田
市
長
が

z

初

登

庁

平成元年4月1日

2月22目、大洲市同和教育研究大

会が、大洲市役所で聞かれました。

大会には、学校・社会教育関係者や

行政関係者ら約 320人が参加。 4つ

の分科会に分かれて、各団体の研究

実践を基に、地域に根ざした同和教

育の推進について協議しました。

合
吋
〈
宣

J
V

予

AE

子

1月21日の大洲市長選挙で初当選した

桝田奥一市長が、 2月13日初登庁しまし

た。

この日桝田市長は、午前 9時30分、市

役所玄関前に到着。約 250人の職員が拍

手で出迎える中、女子職員から花束を贈

られました。このあと、桝田市長は 2階

大ホールでの就任式に臨み、今後の市政

に向けての抱負を述べました。

M

吟
詠
会
新
春
発
表
会

3/4 

ひ
な
流
し

3月4日、愛媛若葉大洲かささぎ句会の呼びかけ

で¥肱南保育所の園児がひな流しをしました。当日

はあいにくの雨模様でしたが、子供たちは、如法寺

河原から手作りひなを流し、 「無事にお空に届いて

ね・ H ・H ・"J と見送りました。 制
連
合
青
年
団

2

ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ω

(
新
谷
青
年
団
の
演
劇
)

- 7 

間
合
同
音
楽
発
表
会

(
ふ
じ
か
け
コ
ー
ラ
ス
児
童
合
唱
団
)



おおず

相談ごと案内

い ず れ も 無 料 です。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

と き 4月10日 10日寺 ~15日手

4月20日

ところ 市役所別館 3階会議室

惨 人権相談

と き 4月20日 13日寺一16日手

ところ 社会福祉協議会事務局

砂 法律相談

と き 4月 5日 13日寺一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

と き 4月 3日、 10日、 25日

13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家庭児童相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

とごろ 大洲市福 祉 事 務 所

砂行政相談

と き 4月11日 9時一12日寺

ところ 市役所 1階会議室

急ぐ時は宮⑪3794 (玉木)まで

砂社 会保険相談

とき 4 月 20 日 10時~16時

とごろ 大洲商工会議所

担当松山西社会 保険事務所

惨医師・栄養士による健康相談

と き 4月27日 13日寺 ~15日手

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上 の 人

惨何でも相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲隣保館宮⑫6100

大洲福祉会 館 宮 ⑮0947

砂不動産無料相談

と き 4月15日 9時一16日寺

ところ 宅 建協会大洲支部

フヂエ夕、、花庖 2階、常磐田J4

平成元年4月1日

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

4
月
4
日
(
火
)
昭
和
臼
年
日
月
生
※

4
月
日
日
(
火
)
昭
和
臼
年
8
月
生
※

4
月
日
日
(
木
)
昭
和
白
年
9
月
生

4
月
四
日
(
火
)
昭
和
白
年
5
月
生
※

4
月
お
日
(
火
)
昭
和
白
年
3
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

1
日
時
却
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持

参

品

母

子

健

康

子

帳

腕

が

ん

検

診

実

施

日

4
月

3
日
(
月
)

場

所

蔵
川
(
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
)

上
寸

円

n

間
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寸
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寸
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日
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宮
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?
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大
川
連
絡
所

菅
田
連
絡
所

新
谷
連
絡
所

4
月
4
日
(
火
)

南
久
米
連
絡
所

上
須
戒
連
絡
所

八
多
喜
連
絡
所

4
月
5
日
(
水
)

平
野
連
絡
所

8
時
1
9
時

柳

沢

連

絡

所

叩

時

加

分

1
日
時

三

善

連

絡

所

日

時

i
H
時
却
分

対
象
者
川
町
歳
以
上
の
人

料

金

4
0
0
円
(
タ
ン
の
検
査
の

必
要
な
人
の
み
)

-
寺
1
1上
寸

O
¥ワ

1
ム日

4
1
H
q
u
ノコ

日
時

1
日
時
加
分

H
時
l
H
時
加
分

8
時
1
9
時

O
上
寸

1
0土
寸

O
¥ワ

1
i
口
M

T

よ
口
u
q
u
ノーノ

1
土
寸

1
1土
寸

0
1ワ

1
日

1
H
3ノ
J

健

康

相

談

日
時

4
月
ロ
日
と
4
月
白
日

9
時
部
分

1
ロ
時
、
日
時

1
日
時

所
市
役
所
一
階
会
議
室

主義

4
月
2
日

(
H
)
 

4
月
9
日

(
臼
)

4 
(月
日 16
~日

4 
(月
日 23
~日

4 
(月
土 29
)日

大
洲
記
念
病
院
(
徳
森
)

雷

(
ω
2
0
2
2

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮
⑪
4
5
5
1

亀
井
小
児
科
(
東
大
洲
)

宮
⑪
3
7
5
7

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

雷
(
旬

4
5
5
1

村
上
内
科
(
常
磐
町
)

宮

(
ω
2
3
4
6

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮
⑪
4
5
5
1

久
保
医
院
(
新
谷
)

宮
(
匂

0
1
5
8

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

肱
川
医
院
(
菅
田
)

宮
(
⑪

2
9
1
5

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮
⑪
4
5
5
1

4 
(月
日 30
)日

三
瀬
内
科
(
八
多
喜
)

宮
⑮
0
0
0
3

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮
⑪
4
5
5
1

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
ム
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

4
月
6
日
(
木
)

日
一

γ

汁

土

寸

日

刊

ιーム

E

y

u

u

E

U

市
立
大
洲
病
院

9
時
加
分

1
ロ
時

大
洲
精
神
病
院
日
時

i
M
時
加
分

加

戸

病

院

日

時

i
M
時
却
分

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

4
月
お
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮

(
ω
3
1
6
5

2月末までの

大洲市内の交通事故
今月の納税

2月末現在 昨年同期

件数 3 4 2 2 

負傷者 3 8 2 8 

死者 l 。

固定資産税1期

8 

納期は 5月 1日です

国

直

四
月
は
異
動
の
シ
ー
ズ
ン
。
ち
ま
た

に
、
出
会
い
と
別
れ
の
シ

l
ン
が
あ
ふ

れ
ま
す
。
様
々
な
思
い
出
た
ち
と
の
別

れ
、
旅
立
ち
、
新
し
い
出
会
い
。
そ
し

て
、
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
な
っ
た
自
分
。

出
会
い
と
別
れ
は
、
何
か
し
ら
人
を

成
長
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
桜
香
漂
う
四
月
、
新
た
な
気
持
で

頑

張

り

ま

し

ょ

う

。

(

た

)
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